
在宅看護学特論

科目名
担当教員

(研究室番号)

可

一部

科目
目的

主要なDP

関連する
DP

到達
目標

回
授業
方法

１回
六 角 ライブ

配信

２回
六 角 ライブ

配信

３回
六 角 ライブ

配信

４回
六 角 ライブ

配信

５回
六 角 ライブ

配信

６回
六 角

(外部講師）
ライブ
配信

７回
六 角

(外部講師）
ライブ
配信

８回
六 角

（篠原）
ライブ
配信

９回
六 角 ライブ

配信

10回
六 角 ライブ

配信

11回
六 角 ライブ

配信

12回
六 角

(外部講師）
ライブ
配信

13回
六 角 ライブ

配信

14回
六 角 ライブ

配信

15回
六 角 対面

(講義)

特論の位置づけと学習概要、地域で生活する個人・家族を取り巻く
社会背景と保健・医療・福祉政策・制度の動向（介護保険、成年後
見制度、オレンジプラン）
地域包括ケアシステム

在宅看護の展望 (４) 既習の理論や方法論を用いて、既存の事例を分析し、退院支援や在
宅看護のあり方について考察する。

わが国における訪問看護制度の現状と課題
(2)

上記の課題について、学生の体験から感じている課題について発表
し、教員を交えて討議する。

訪問看護ステーションの管理・運営

わが国における訪問看護制度の
現状と課題 (1)

医療保険等と介護保険の訪問看護制度、ステーションからの訪問看
護と医療機関が行う訪問看護、看護職とその他の職種の提供するケ
ア、ヘルパーステーションとの協働等について講義する。

在宅看護の展望 (2) 難病患者の在宅療養支援
在宅療養を続ける神経難病患者と家族対象に展開した事例を紹介
し、地域の多職種連携と、生きる意欲への支援いついて講義する。

海外における訪問看護サービスの実態と課
題

訪問看護ステーションの設立・運営の実践者の立場から、　事業計
画・予算管理・人事管理・看護サービスの質保証・情報管理の実際
について講義する。

在宅看護の展望 (1) 認知症患者の在宅療養支援
メモリークリニック、訪問看護ステーション・デイサービスを通し
て、在宅における認知症患者と家族の支援について講義する。

学習内容

在宅看護に関する保健医療福祉制度(２) 2025年を目標に国の目指す「地域包括ケアシステム」の構築につい
て、その基本理念と地域に期待される役割（システムの構築と運
営）について講義する。在宅看護に関連する保健医療福祉制度が、
対象別に分断されていることや、医療と福祉の2本立てになってい
る現況の問題について討議する。

備考

１）在宅看護に関連する保健医療福祉制度（老人保健法、介護保険法など）の歴史的変遷を踏まえて、保健医療福祉制度・体制における
    在宅看護の位置づけが理解できる。
２）わが国の在宅看護の歴史を学び、諸外国の在宅看護との比較の中でその特性を理解する。
３）在宅看護に関する制度や現状を概観し、在宅看護における課題を理解できる。

在宅看護の展望 (3) 独居がん終末期患者の看取りの事例を紹介し、在宅における終末期
支援の可能性について、討議し、本科目のまとめとする。

在宅看護における倫理的課題・対応 (2) 学生の考えた対応策を発表し、教員を交えて、討議する。

諸外国における在宅看護実践のシステムと看護実践

受講者への
メッセージ

在宅看護における倫理的課題・対応 (1) 倫理的課題をもつ事例を提示し、対応策について検討する。

先行研究から、退院支援や継続看護の現状と課題について検討・考
察する。

訪問看護師に必要な能力 在宅療養者と家族にとって、身近な医療職として活動できるため
に、対象を生活者としてとらえ、生活の視点から療養を支援する総
合力、観察力、アセスメント力、コミュニケーション能力、調整力
等について講義する。

オリエンテーション
地域で生活する個人・家族を取り巻く
社会背景

在宅看護に関する保健医療福祉制度(３)

学習項目

参考書等

遠隔授業

特定のテキストは使用しないが、参考文献および資料は適宜指示する。

主担当
教　員

在宅看護に関する保健医療福祉制度(1) 2025年を目標に国の目指す「地域包括ケアシステム」の構築につい
て、その基本理念と地域に期待される役割（システムの構築と運
営）について講義する。在宅看護に関連する保健医療福祉制度が、
対象別に分断されていることや、医療と福祉の2本立てになってい
る現況の問題について討議する。

1年次
前期

成績評価方法
(基準)

科目
区分

教科書

授業
形態

講義

在宅看護実践のあり方について、様々な角度から探究していきます。問題意識をもって臨んで下さい。
主体的な取り組みを期待する。

ﾃﾞｨﾌﾟﾛ
ﾏ・ﾎﾟﾘｼｰ
（DP）

１．多様化・複雑化・高度化する看護ニーズを的確に捉え、看護の特定領域における高度な看護実践能力や総合的な調整能力
を身につけている。

履修
年次

共通科目Ⅱ

科目等
履修生単位数

(時間)

授業への参加度（授業準備・積極性）50％、授業中の取り組みや態度30％、レポート20％（レポート課題については授業時に
提示する）

2(30)
選択
区分

この科目では、在宅看護について学び、わが国の訪問看護の現状を看護実践、倫理的課題、ステーションの管理運営などから俯瞰し、
諸外国における在宅看護を理解し、今後の在宅看護のあり方について展望する。
主には、我が国における在宅看護の歴史と、訪問看護師に求められる専門的能力について、在宅での看取りを取り上げ教授する。ま
た、諸外国との訪問看護の比較を通して、我が国における特徴と課題を理解するために、諸外国の訪問看護に関する実態及び課題につ
いても教授する。
更に、在宅看護に関する制度や現状を概観し、在宅看護における課題と今後を展望する。

特定のテキストは使用しないが、参考文献および資料は適宜指示する。

在宅看護学特論
Theories of Home Care
Nursing

六角　僚子（非常勤）
教員への連絡方法
(メールアドレス)

領域
必修

３．地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、看護学教育および実践看護学に関する課題を追及していける研究能力
を身につけている。


